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本
学
の
名
和
豊
春
総
長
の
解

任
を
本
学
総
長
選
考
会
議
が
文

部
科
学
相
に
申
し
出
た
こ
と
を

巡
り
、
名
和
総
長
の
代
理
人
弁

護
士
は
21
日
、
文
科
相
や
文
科

事
務
次
官
な
ど
あ
て
に
「
上
申

書
」
を
提
出
し
た
。
解
任
の
理

由
と
な
る
証
拠
の
閲
覧
や
謄
写

を
本
学
や
文
科
省
に
求
め
る
内

容
だ
。
上
申
書
の
提
出
は
９
月

３
日
に
も
行
っ
た
と
い
う
。

　

解
任
の
申
し
出
は
本
学
の
総

長
選
考
会
議
が
７
月
に
行
い
、

国
立
大
学
法
人
法
の
規
定
に
よ

り
最
終
的
な
解
任
の
是
非
は
文

科
相
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。

　

解
任
す
る
と
文
科
相
が
判
断

し
た
場
合
、
行
政
手
続
法
に
基

づ
き
名
和
総
長
側
へ
の
聴
聞
が

行
わ
れ
る
と
文
科
省
は
説
明
し

て
い
る
。
上
申
書
に
よ
る
と
、

名
和
総
長
は
聴
聞
に
応
じ
る
姿

勢
で
、
証
拠
の
閲
覧
・
謄
写
を

求
め
る
の
は
、
こ
の
聴
聞
の
前

に
十
分
に
内
容
を
吟
味
し
た
う

え
で
反
論
を
準
備
す
る
必
要
が

あ
る
た
め
と
し
て
い
る
。
ま
た

９
月
３
日
の
上
申
書
に
対
し
て

の
返
答
は
本
学
と
文
科
省
の
双

方
か
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。

　

上
申
書
で
は
、
総
長
選
考
会

議
で
の
名
和
総
長
側
の
意
見
陳

述
の
際
の
問
題
点
も
改
め
て
指

摘
。
同
会
議
が
証
拠
の
閲
覧
を

弁
護
士
に
一
部
制
限
、
名
和
総

長
に
事
実
上
制
限
し
た
た
め
、

十
分
な
証
拠
の
検
討
な
ど
が
で

き
な
か
っ
た
と
し
て
い
る
。
そ

の
上
で
、「
不
開
示
と
し
た
証
拠

に
つ
い
て
同
会
議
議
長
が
名
和

総
長
に
質
問
や
追
及
を
行
う
な

ど
し
た
」
と
主
張
し
て
い
る
。

　

中
国
の
北
京
市
で
９
月
、
40

代
の
日
本
人
男
性
が
中
国
当
局

に
拘
束
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
っ

た
。
中
国
国
内
法
違
反
で
の
拘

束
と
さ
れ
る
が
、
詳
細
に
つ
い

て
は
分
か
っ
て
い
な
い
。
産
経

新
聞
な
ど
に
よ
れ
ば
男
性
は
本

学
の
教
授
。
在
中
国
日
本
大
使

館
は
本
紙
の
取
材
に
「
領
事
面

会
を
行
っ
た
り
、
家
族
と
の
連

絡
を
し
た
り
で
き
る
限
り
の
支

援
を
し
て
い
る
」
と
回
答
し
た
。

名
和
総
長
側
が
文
科
相
に
上
申
書

証
拠
開
示
求
め
る

中
国
で
日
本
人
男
性
拘
束

本
学
教
授
か

金葉祭中止
本学への脅迫メールで

　

メ
ー
ル
は
、
金
葉
祭
と
そ
の

関
連
イ
ベ
ン
ト
の
出
演
者
、
学

生
、
来
場
者
に
対
し
て
危
害
を

加
え
る
と
い
う
内
容
だ
。
今
月

18
日
に
偽
名
と
み
ら
れ
る
名
前

で
本
学
に
届
い
た
。
メ
ー
ル
の

具
体
的
な
内
容
に
関
し
て
本
学

広
報
課
は
「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の

観
点
か
ら
答
え
ら
れ
な
い
」
と

し
て
い
る
。
警
察
と
相
談
し
た

上
で
対
応
し
て
お
り
、
本
学
は

23
日
、
被
害
届
を
北
海
道
警
に

出
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　

　

N
H
K
札
幌
放
送
局
も
25
日

に
本
学
ク
ラ
ー
ク
会
館
で
実
施

予
定
だ
っ
た
関
連
イ
ベ
ン
ト

「
キ
ャ
ン
パ
ス
で
！
な
ん
か
や
っ

たRadio
」
の
公
開
生
放
送
を

中
止
。
担
当
者
に
よ
る
と
メ
ー

ル
は
同
局
に
は
届
い
て
お
ら
ず
、

金
葉
祭
の
中
止
に
合
わ
せ
同
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
を
見
送
っ
た
と

い
う
。

　

金
葉
祭
実
行
委
員
会
に
よ
る

と
、
来
年
度
以
降
は
開
催
す
る

予
定
と
い
う
。

　　

金
葉
祭
中
止
を
受
け
実
行
委

員
会
が
本
紙
の
取
材
に
対
し
コ

メ
ン
ト
し
た
。
コ
メ
ン
ト
は
以

下
の
通
り
。（
全
文
は
個
別
記
事

ペ
ー
ジ
で
）　

　

委
員
全
員
が
気
持
ち
も
時
間

も
削
っ
て
準
備
し
て
お
り
、
歴

代
最
高
の
北
大
金
葉
祭
に
な
る

と
確
信
し
て
い
た
だ
け
に
、
来

場
者
の
皆
さ
ん
や
今
年
加
わ
っ

た
１
年
生
に
、
完
成
し
た
も
の

を
お
見
せ
で
き
な
い
こ
と
が
悔

し
く
て
、
残
念
で
た
ま
り
ま
せ

ん
。 

　

ま
た
、
歴
史
が
浅
い
な
が
ら

も
、
毎
年
恒
例
の
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
作
り
上
げ
て
い
た
も
の
が

途
切
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
や

る
せ
な
い
想
い
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。

　

一
方
で
、
出
演
者
や
来
場
者 

の 

方
々 

、
委
員
の
安
全
が
第
一

で
あ
る
た
め
、
中
止
は
や
む
を

　

本
学
は
、
26
・
27
日
に
予
定
さ
れ
て
い
た
金
葉
祭
（
こ
ん

よ
う
さ
い
）
の
開
催
を
中
止
し
た
。
本
学
宛
て
に
金
葉
祭
な
ど

に
対
す
る
脅
迫
の
メ
ー
ル
が
届
い
た
た
め
。
ま
た
25
日
に
本
学

内
で
開
催
予
定
だ
っ
た
N
H
K
札
幌
放
送
局
が
行
う
関
連
イ
ベ

ン
ト
も
中
止
さ
れ
た
。

え
な
い
判
断
で
あ
る
と
い
う
こ

と
も
理
解
し
て
お
り
、
気
持
ち

の
や
り
場
が
な
い
状
態
で
す
。 

今

回 

の 

中
止 

が 

何
か
の
嘘
で

あ 

っ
て
く
れ
な
い
か 

、
と
ま
だ

完
全
に
は
受
け
入
れ
ら
れ
て
お

り
ま
せ
ん
。

　

そ
ん
な
中
で
、
金
葉
祭
を
楽

し
み
に
し
て
い
た
と
い
う
言
葉

や
、
委
員
へ
の
労
り
な
ど
、
温

か
い
言
葉
も
多
く 

い 

た 

だ 

き 

、
あ
り
が
た
い
限
り
で
す
。

本
学
被
害
届
提
出

「
悔
し
く
て
、
残
念
」

実
行
委
コ
メ
ン
ト

中止の告知文が貼られた看板（26 日）

　

本
学
医
学
部
の
創
立
１
０
０

周
年
記
念
式
典
が
12
日
、
京
王

プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
札
幌
で
開
か
れ

た
。
本
学
総
長
職
務
代
理
、
医

学
部
長
を
は
じ
め
道
知
事
や
札

幌
市
長
な
ど
約
１
８
０
人
の
関

係
者
が
出
席
し
て
大
き
な
節
目

を
祝
っ
た
。

　

本
学
医
学
部
は
１
９
１
９
年
、

北
海
道
帝
国
大
学
医
学
部
と
し

て
設
置
。
本
学
で
は
農
学
部
に

次
ぐ
長
い
歴
史
を
持
ち
、
こ
れ

ま
で
の
卒
業
生
数
は
９
０
４
４

人
に
上
る
。
吉
岡
充
弘
医
学
部

長
は
式
典
で
「
今
後
も
不
断
の

努
力
に
傾
注
し
、
日
本
に
と
ど

ま
ら
ず
世
界
の
医
学
、
医
療
の

進
歩
発
展
に
寄
与
し
て
い
く
こ

と
を
決
意
し
て
い
る
」
と
述
べ

た
。

　

鈴
木
直
道
知
事
は
「
地
域
医

療
提
供
体
制
の
確
保
と
充
実
に

多
大
な
る
貢
献
を
い
た
だ
き
感

謝
申
し
上
げ
る
」、
秋
元
克
広
市

長
は
「
新
た
な
１
０
０
年
に
向

け
、
今
後
も
優
れ
た
人
材
育
成

と
健
康
福
祉
へ
の
貢
献
で
街
の

活
力
向
上
に
寄
与
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
す
る
」
と
話
し
た
。

　

医
学
部
１
０
０
周
年
の
記
念

事
業
と
し
て
工
事
が
進
め
ら
れ

て
い
た
「
医
学
部
百
年
記
念

館
」＝
写
真
＝
は
こ
の
ほ
ど
完
成

し
た
。
記
念
館
は
会
議
か
ら
コ

ン
サ
ー
ト
ま
で
幅
広
く
利
用
で

き
る
。
周
囲
の
景
観
に
溶
け
込

む
デ
ザ
イ
ン
に
は
本
学
工
学
系

の
教
員
や
大
学
院
生
ら
が
大
き

く
携
わ
っ
た
。

　

北
図
書
館
の
向
か
い
側
に
建

設
さ
れ
た
記
念
館
は
地
上
２
階

建
て
で
、
建
物
の
延
べ
床
面
積

は
約
８
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
。

吹
き
抜
け
の
ホ
ー
ル
や
大
小
２

つ
の
会
議
室
な
ど
を
有
し
て
い

る
。
本
学
に
寄
贈
さ
れ
、
医
学

部
関
係
者
以
外
で
も
会
議
や
学

会
、
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
に
利
用

で
き
る
多
目
的
施
設
だ
。
４
億

５
０
０
０
万
円
ほ
ど
の
建
築
費

用
の
全
額
は
卒
業
生
ら
か
ら
の

寄
付
に
よ
り
賄
わ
れ
て
い
る
。

　

落
成
式
が
８
日
行
わ
れ
、
秋

田
弘
俊
病
院
長
は
「
記
念
館
が

今
後
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
し
て
だ

け
で
な
く
北
大
医
学
部
、
北
大

全
体
の
次
の
１
０
０
年
に
向
け

て
の
大
き
な
基
盤
と
な
る
こ
と

を
祈
念
す
る
」
と
話
し
た
。

記
念
館
が
完
成

医
学
部
が
１
０
０
周
年

式
典
を
実
施

あ
い
さ
つ
す
る
鈴
木
知
事
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本
学
は
８
月
30
日
、
歯
学
部

に
て
解
剖
学
実
習
に
献
体
さ
れ

た
２
体
の
遺
体
を
実
習
後
、
取

り
違
え
て
納
棺
し
て
い
た
と
発

表
し
た
。
今
年
３
月
５
日
に
遺

体
の
火
葬
を
執
り
行
っ
た
際
に

遺
族
か
ら
、
遺
体
が
故
人
の
も

の
で
は
な
い
可
能
性
が
あ
る
と

指
摘
が
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
れ

は
、
故
人
に
は
金
属
を
用
い
た

治
療
歴
が
無
い
一
方
で
、
納
棺

さ
れ
た
遺
骨
に
は
金
属
片
が
認

め
ら
れ
た
た
め
。
指
摘
を
受
け
、

３
月
15
日
付
け
で
大
学
院
歯
学

研
究
院
に
、
八
若
（
や
わ
か
）

保
孝
歯
学
部
長
ら
６
人
で
構
成

さ
れ
る
特
別
調
査
委
員
会
を
設

置
。
関
係
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

な
ど
を
通
じ
た
調
査
の
結
果
、

献
体
の
取
り
違
え
が
あ
っ
た
こ

と
が
判
明
し
た
。

　

通
常
、
実
習
後
の
納
棺
は
、

担
当
教
員
が
同
学
部
の
担
当
職

員
立
会
い
の
も
と
、
献
体
の
識

別
番
号
と
棺
の
識
別
番
号
を
照

会
し
た
上
で
実
施
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
今
回
は
、
実
習
が
当

初
の
予
定
よ
り
も
早
く
終
了
し
、

納
棺
日
が
早
ま
っ
た
こ
と
を
担

当
教
員
が
担
当
職
員
に
伝
え
て

お
ら
ず
、
担
当
職
員
の
立
会
が

な
い
ま
ま
納
棺
が
実
施
さ
れ
た
。

そ
の
上
で
担
当
教
員
が
献
体
の

識
別
番
号
と
棺
の
識
別
番
号
と

の
照
合
を
行
わ
な
か
っ
た
こ
と

が
発
生
原
因
。
担
当
教
員
は
既

に
辞
職
し
て
い
る
と
い
う
。

　

同
学
部
の
解
剖
実
習
で
は
、

生
前
に
北
海
道
大
学
白
菊
会
に

入
会
し
た
人
の
遺
体
を
献
体
と

し
て
使
用
す
る
。
八
若
歯
学
部

長
は
本
件
に
対
し
て
、「
ご
献
体

い
た
だ
い
た
方
々
、
ご
遺
族
の

皆
様
、
北
海
道
大
学
白
菊
会
会

員
の
皆
様
に
は
、
心
よ
り
お
詫

び
申
し
上
げ
ま
す
」
と
謝
罪
し

た
。

　

八
若
歯
学
部
長
は
ま
た
「
今

回
の
事
態
を
厳
粛
に
受
け
止
め
、

二
度
と
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な

い
よ
う
、
再
発
防
止
に
努
め
て

い
く
」
と
し
て
い
る
。

献
体
を
取
り
違
え
て
納
棺

本
学
歯
学
部

好奇心が導いた
　　      「スマート農業」第一人者への道

農学研究院・野口伸教授 【教員紹介   第４回】
　

遠
隔
操
作
で
動
く
ト
ラ
ク

タ
ー
や
、
農
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
へ

の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
活
用
。
こ

う
し
た
最
先
端
の
「
ス
マ
ー
ト

農
業
」
研
究
を
牽
引
す
る
第
一

人
者
が
、
本
学
農
学
研
究
院
・

ビ
ー
ク
ル
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
研
究

室
の
野
口
伸
（
の
ぼ
る
）
教
授

だ
。
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て
現
在

の
研
究
に
至
る
過
程
か
ら
、
今

後
の
展
望
ま
で
を
聞
い
た
。

　

野
口
教
授
は
本
学
農
学
部
・

農
学
研
究
科
の
出
身
。
農
業
工

学
科
（
現
・
生
物
環
境
工
学

科
）
で
農
業
機
械
や
土
木
関
係

を
学
ん
だ
後
、
院
生
時
代
は
エ

ン
ジ
ン
や
バ
イ
オ
燃
料
な
ど
に

つ
い
て
研
究
を
行
っ
た
。
農
業

機
械
の
自
動
化
の
研
究
に
着
手

し
た
の
は
28
歳
で
本
学
の
助
手

に
な
っ
て
以
降
だ
。

　

研
究
テ
ー
マ
を
変
え
た
の
は

「
出
口
が
明
確
な
研
究
を
し
た

い
」
と
い
う
動
機
と
、「
時
間
を

か
け
て
ゆ
っ
く
り
や
れ
る
大
学

ら
し
い
研
究
が
し
た
い
」
と
い

う
好
奇
心
か
ら
だ
っ
た
。
当
時

は
「
ス
マ
ー
ト
農
業
」
と
い
う

言
葉
も
な
く
、Ｇ
Ｐ
Ｓ
さ
え
も
高

価
で
精
度
の
低
い
時
代
。
他
に

同
様
の
テ
ー
マ
に
取
り
組
ん
で

い
る
研
究
者
は
ほ
と
ん
ど
お
ら

ず
、
農
業
機
械
の
「
ガ
ラ
ク

タ
」
を
使
っ
て
研
究
を
し
て
も

十
分
に
論
文
が
書
け
た
。
研
究

初
期
は
農
業
機
械
の
安
全
性
に

関
す
る
研
究
な
ど
、「
好
き
な
こ

と
を
や
っ
て
い
た
」
と
い
う
。

　

徐
々
に
道
が
ひ
ら
け
た
の
は

30
歳
を
超
え
た
１
９
９
０
年
代

前
半
の
頃
。
将
来
の
人
手
不
足

を
見
込
み
、
農
業
の
省
人
化
に

注
目
が
集
ま
り
始
め
た
時
期
だ
。

野
口
教
授
は
研
究
交
流
員
と
し

て
農
林
水
産
省
所
管
の
国
の
機

関
と
の
共
同
研
究
を
行
う
こ
と

に
。
研
究
テ
ー
マ
に
つ
い
て
自

ら
売
り
込
み
、
研
究
の
機
会
を

得
た
。
こ
こ
か
ら
研
究
に
「
リ

ア
リ
テ
ィ
が
出
て
き
た
」
と
振

り
返
る
。

　

共
同
研
究
に
続
い
て
野
口
教

授
が
取
り
組
ん
だ
の
は
海
外
の

大
学
で
の
研
究
だ
っ
た
。
当
時

は
若
手
研
究
者
が
他
大
学
で
経

験
を
積
む
こ
と
自
体
珍
し
く
、

知
り
合
い
の
研
究
者
も
い
な

か
っ
た
が
「
た
だ
単
に
行
っ
て

み
た
か
っ
た
」
と
い
う
好
奇
心

も
相
ま
っ
て
研
究
場
所
を
自
ら

リ
サ
ー
チ
。
自
分
が
関
心
を

持
っ
て
い
た
テ
ー
マ
に
近
い
研

究
を
行
っ
て
い
る
若
い
研
究
者

が
お
り
、
か
つ
日
本
人
が
い
な

い
環
境
を
論
文
を
頼
り
に
探
し

た
。
教
授
が
目
を
つ
け
た
の
は

米
国
の
イ
リ
ノ
イ
大
学
。
当
時

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
普
及
す

る
前
の
時
代
で
、
誰
か
の
ツ
テ

を
頼
る
こ
と
も
な
く
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

連
絡
を
取
り
、「
い
い
よ
」
と
快

諾
さ
れ
た
。

　

こ
う
し
て
イ
リ
ノ
イ
大
学
へ

「
若
手
研
究
員
の
在
学
研
究
」
と

し
て
渡
り
、
自
動
走
行
技
術
な

ど
の
研
究
に
取
り
組
む
こ
と
に
。

当
時
の
日
本
で
は
珍
し
か
っ
た

企
業
と
の
共
同
研
究
が
米
国
で

は
既
に
盛
ん
で
、Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
使
っ

た
ロ
ボ
ッ
ト
ト
ラ
ク
タ
ー
や
農

作
物
の
生
育
状
態
を
測
る
セ
ン

サ
ー
の
研
究
な
ど
を
行
っ
た
。

　

米
国
で
の
研
究
に
至
っ
た
こ

と
つ
い
て
、「
人
と
違
う
こ
と
を

し
な
い
と
い
け
な
い
。
大
学
の

中
で
コ
ツ
コ
ツ
や
っ
て
い
る
だ

け
で
は
ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー
（
突

破
口
）
は
見
出
せ
な
か
っ
た
」

と
野
口
教
授
。
特
に
若
い
時
に

自
ら
動
く
こ
と
の
重
要
性
を
知

り
、
海
外
で
仕
事
を
す
る
上
で
も

大
き
な
自
信
に
な
っ
た
と
い

う
。

（
続
き
は
個
別
記
事
ペ
ー
ジ
で
）

は
じ
ま
り
は
好
奇
心

米
国
の
大
学
で
の
研
究

野口伸教授（同教授提供）

米国での研究中の一コマ（野口教授提供）

ニ
ュ
ー
ス
D
I
G
E
S
T

セ
コ
マ
、
災
害
時
に
本
学

   

の
避
難
所
に
物
資
供
給
へ
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０
２
２
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ル
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ラ
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域
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ク
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催

   

台
風
の
影
響
で
開
催
期
間

　
　
　
　
　
　
１
日
の
み
に

10/14

　　

本
学
と
セ
コ
マ
は
25
日
、「
災
害
時
に

お
け
る
応
急
生
活
物
資
の
供
給
等
に
関
す

る
協
定
」
を
結
ん
だ
。
災
害
時
に
本
学
が

独
自
に
設
置
す
る
避
難
所
な
ど
に
セ
コ
マ

か
ら
食
料
な
ど
を
供
給
で
き
る
よ
う
に
な

る
。
セ
コ
マ
が
大
学
と
同
協
定
を
結
ぶ
の

は
初
め
て
。

　

本
学
は
、
２
０
２
０
年
度
一
般
入
試
か

ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
出
願
を
全
面
的
に
導

入
す
る
こ
と
を
発
表
し
た
。
出
願
書
類
に

つ
い
て
の
詳
細
と
出
願
の
流
れ
は
、
本
学

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
の
「
学
生
募
集
要

項
」
に
て
示
さ
れ
て
い
る
。

　

本
学
は
１
日
、
教
育
学
研
究
院
の
厚
東

（
こ
う
と
う
）
芳
樹
・
元
准
教
授
が
約
30

万
円
の
研
究
費
を
不
正
に
本
学
に
支
払
わ

せ
、
私
的
流
用
し
て
い
た
と
発
表
し
た
。

厚
東
元
准
教
授
は
懲
戒
処
分
さ
れ
て
い
な

い
が
、
本
学
を
退
職
し
て
い
る
。
本
学
は

今
後
、
全
額
の
返
還
を
求
め
て
い
く
と
い

う
。

　
　

２
０
２
１
年
度
入
試
（
20
年
度
実
施
）

か
ら
始
ま
る
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
で
導

入
さ
れ
る
英
語
民
間
試
験
に
つ
い
て
、
本

学
は
４
日
、
22
年
度
入
試
（
21 

年
度
実

施
）
か
ら
活
用
す
る
と
本
学
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
明
ら
か
に
し
た
。
共
通
テ
ス
ト
の
英

語
の
得
点
に
加
点
す
る
形
で
利
用
す
る
。

　

世
界
最
大
級
の
学
生
起
業
コ
ン
ペ
大
会

「
ハ
ル
ト
プ
ラ
イ
ズ
」
で
日
本
勢
初
と
な

る
地
域
予
選
優
勝
を
果
た
し
、
英
国
で
の

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
出
場
し

た
本
学
の
学
生
チ
ー
ム
Ａ
Ｑ
Ｕ
Ａ
Ｍ
Ｏ
Ｕ

（
ア
ク
ア
モ
ウ
）
が
12
日
、
本
学
理
学
部

大
講
堂
で
報
告
会
を
開
い
た
。
会
で
は
同

チ
ー
ム
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
や
今
後

の
事
業
化
へ
の
展
望
の
報
告
に
加
え
、
先

に
実
施
さ
れ
た
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
（
Ｃ
Ｆ
）
の
収
支
報
告
な
ど
が
行
わ
れ

た
。

　

水
産
学
部
な
ど
が
所
在
す
る
本
学
函
館

キ
ャ
ン
パ
ス
の
イ
ベ
ン
ト
、
第
57
回
北
水

祭
が
14
日
、
同
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ

た
（
実
行
委

員
会
主
催
）。

台
風
19
号
の

影
響
に
よ
る

日
程
短
縮
の

中
で
も
多
数

の
地
域
住
民

ら
が
来
場
。

模
擬
店
や
ス

テ
ー
ジ
発
表
、

実
行
委
員
会

に
よ
る
各
種

企
画
な
ど
で

賑
わ
い
を
見
せ
た
。

北水祭で行われた菓子まきの様子
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お知らせ

北大新聞のメンバーが執筆
した記事が９月４日付の北
海道新聞「道新　夢さぽ」
に掲載されました。

情報
求む

話題の学生・教員、ユニークな取り組み――
北大に関するあらゆる情報を募集しています
メール⇒hokudaishinbun@gmail.com
　　　　　　　　またはウェブサイトの contact へ
※いただいた情報を活用できない場合もあります。あらかじめご了承ください。

　
就
職
特
集
「
ど
う
す
る
？　

キ
ャ
リ
ア
」
で
は
、
北
洋
銀
行

人
事
部
の
松
浦
宗
（
そ
う
）
さ

ん
に
話
を
聞
い
た
。

　―
―

北
洋
銀
行
へ
の
就
職
を

希
望
す
る
学
生
の
印
象
は
？

　

北
海
道
に
強
い
愛
着
を
持
っ

て
く
れ
て
い
る
、
と
い
う
印
象

が
あ
り
ま
す
。
北
大
生
の
中
に

も
道
外
出
身
の
学
生
が
増
加
し

て
い
ま
す
が
、
道
内
出
身
者
は

勿
論
、
道
外
出
身
者
で
も
北
海

道
に
興
味
や
愛
着
を
持
ち
当
行

で
働
く
こ
と
を
希
望
さ
れ
た
学

生
に
は
、
北
海
道
へ
の
並
々
な

ら
ぬ
強
い
思
い
を
感
じ
ま
す
。

当
行
の
強
み
は
、
北
海
道
で
最

大
の
顧
客
基
盤
を
持
ち
、
多
量

で
質
の
高
い
道
内
経
済
の
情
報

を
得
て
お
客
様
に
還
元
で
き
る

こ
と
で
す
。
北
海
道
を
活
性
化

さ
せ
た
い
と
い
う
強
い
目
的
意

識
は
、
当
行
で
働
く
原
動
力
で

あ
り
必
要
不
可
欠
。
地
方
銀
行

の
行
員
と
し
て
お
客
さ
ま
に
品

質
の
高
い
情
報
や
解
決
策
を
提

案
で
き
る
か
否
か
、
仕
事
で
壁

に
ぶ
つ
か
っ
た
と
き
挫
け
ず
に

乗
り
越
え
ら
れ
る
か
は
、
そ
こ

に
多
か
れ
少
な
か
れ
掛
か
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

　―
―

採
用
し
た
い
学
生
像

は
？

　

私
の
個
人
的
見
解
も
多
く
含

ま
れ
て
い
ま
す
が
、
当
行
と
し

て
は
以
下
の
二
つ
の
対
応
力
が

あ
る
学
生
を
採
用
し
た
い
の
だ

と
思
い
ま
す
。

　

一
つ
目
は
環
境
、
世
の
中
へ

の
対
応
力
で
す
。
金
融
業
界
は

今
、
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
に
代
表
さ

れ
る
よ
う
な
Ｉ
Ｔ
化
が
進
み
他

業
種
の
企
業
が
参
入
す
る
な
ど
、

過
去
の
金
融
業
界
で
は
な
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
今
後
も

ど
ん
ど
ん
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

昔
で
あ
れ
ば
様
々
な
意
味
で
の

安
定
を
求
め
て
銀
行
で
働
き
た

い
と
い
う
学
生
は
多
か
っ
た
と

思
い
ま
す
が
、
現
在
で
は
変
化

す
る
周
り
の
状
況
へ
適
応
で
き

る
対
応
力
や
耐
性
が
な
け
れ
ば
、

入
行
し
て
か
ら
ミ
ス
マ
ッ
チ
を

感
じ
て
し
ま
う
学
生
も
い
る
か

と
思
い
ま
す
。
む
し
ろ
変
化
を

楽
し
め
る
学
生
を
採
用
し
た
い

で
す
。

　

二
つ
目
は
お
客
様
へ
の
対
応

力
で
す
。
現
在
、
銀
行
に
求
め

ら
れ
る
仕
事
や
ニ
ー
ズ
は
多
様

化
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、Ｍ
＆

Ａ（
企
業
の
合
併
・
買
収
）
を

希
望
す
る
お
客
様
の
お
手
伝
い

を
し
た
り
、
海
外
進
出
を
検
討

し
て
い
る
お
客
様
に
は
海
外
の

情
報
を
提
供
し
た
り
、
相
続
手

続
き
に
悩
ん
で
い
る
お
客
様
の

お
手
伝
い
を
す
る
仕
事
も
あ
り

ま
す
。
銀
行
が
提
供
で
き
る
解

決
策
は
ま
す
ま
す
幅
広
く
な
っ

て
お
り
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て

日
々
行
員
は
勉
強
し
て
い
ま
す
。

銀
行
の
仕
事
は
お
客
様
の
お
金

や
経
営
に
関
す
る
悩
み
に
対
し

て
様
々
な
解
決
策
を
提
供
す
る

こ
と
な
の
で
お
客
様
の
求
め
る

様
々
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
対
応

力
も
、
行
員
に
は
必
要
で
す
。

　―
―

選
考
過
程
で
見
た
い
ポ

イ
ン
ト
は
？

　

新
卒
採
用
は
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

採
用
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
当

行
の
中
核
を
担
っ
て
く
れ
る
人

材
を
時
間
を
掛
け
育
成
し
て
い

く
た
め
の
も
の
な
の
で
、
ス
キ

ル
で
な
く
こ
れ
か
ら
磨
い
て
何

か
伸
び
る
も
の
を
持
っ
て
い
る

か
を
見
極
め
て
い
ま
す
。
粘
り

強
さ
、
創
意
工
夫
す
る
能
力
な

ど
何
か
一
つ
あ
れ
ば
良
い
と
思

い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
の

人
生
経
験
で
何
を
得
て
何
を
し

て
き
た
か
を
面
接
で
深
掘
り
し

て
聞
い
て
い
ま
す
。
結
果
も
大

事
で
す
が
、
そ
の
結
果
を
出
す

た
め
の
工
夫
や
苦
労
を
自
分
の

言
葉
で
話
せ
る
こ
と
の
方
が
大

事
で
す
。
話
す
内
容
は
部
活
動

や
サ
ー
ク
ル
活
動
に
関
し
て
で

は
な
く
、
例
え
ば
学
問
に
励
ん

だ
と
い
う
こ
と
で
も
見
劣
り
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
目
的

意
識
が
あ
っ
た
の
か
、
ど
の
よ

う
に
困
難
を
乗
り
越
え
、
目
的

を
ど
う
や
っ
て
達
成
し
た
の
か
、

な
ど
に
つ
い
て
分
厚
く
語
れ
る

話
題
で
あ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

そ
こ
か
ら
学
生
の
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
を
見
出
し
て
い
ま
す
。

　―
―

学
生
の
う
ち
に
身
に
付

け
て
お
く
と
よ
い
能
力
、
知
識
、

資
格
な
ど
は
あ
り
ま
す
か
？

　

銀
行
業
務
に
は
、
資
格
取
得

の
た
め
の
勉
強
や
大
学
で
学
問

と
し
て
学
ん
だ
こ
と
と
直
結
し

な
い
部
分
も
多
い
で
す
。
学
生

に
は
資
格
を
取
得
す
る
よ
り
も

先
に
述
べ
た
よ
う
な
人
間
ら
し

さ
を
磨
い
て
ほ
し
い
で
す
。
こ

れ
か
ら
ど
の
業
界
で
も
求
め
ら

れ
て
く
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

な
の
で
文
系
、
理
系
を
含
め
学

部
は
採
用
に
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

入
行
を
希
望
さ
れ
る
学
生
に
も

行
員
に
も
経
済
、
法
、
商
学
部

の
出
身
者
が
多
い
で
す
が
、
そ

れ
ら
の
学
部
の
人
は
金
融
に
興

味
を
持
つ
機
会
が
他
学
部
生
よ

り
多
い
た
め
だ
と
思
い
ま
す
。

例
え
ば
、
今
は
シ
ス
テ
ム
関
係

の
学
生
を
別
枠
で
採
用
す
る
こ

と
は
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
今
後

そ
の
よ
う
な
人
材
が
必
要
に

な
っ
て
く
る
可
能
性
は
大
い
に

あ
る
と
思
い
ま
す
。
理
系
で
学

ん
だ
こ
と
を
生
か
せ
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
銀
行
へ
の
就

職
を
希
望
さ
れ
る
学
生
が
増
え

て
い
る
の
で
、
採
用
さ
れ
る
理

系
の
学
生
も
増
え
て
い
ま
す
。

私
も
元
は
そ
の
一
人
で
す
。

　

―
―

今
の
学
生
に
足
り
な
い

と
思
わ
れ
る
点
は
？

　

敢
え
て
言
う
の
で
あ
れ
ば
、

能
動
性
で
す
。
今
の
採
用
環
境

は
学
生
優
位
の
売
り
手
市
場
な

の
で
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な

ど
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
企
業
が
数

多
く
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
企
業
側
も
悪
い
の
で
す

が
、
受
け
身
に
な
っ
て
企
業
の

イ
ベ
ン
ト
に
出
た
だ
け
で
満
足

し
て
し
ま
っ
て
い
る
学
生
が
多

い
で
す
。
各
種
の
就
活
イ
ベ
ン

ト
の
直
後
に
質
問
し
て
く
る
学

生
が
減
っ
て
い
る
の
も
そ
の
た

め
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

学
生
に
は
、
今
何
を
知
り
、

身
に
付
け
る
べ
き
か
を
逆
算
し
、

目
的
を
は
っ
き
り
さ
せ
た
上
で

出
る
イ
ベ
ン
ト
を
選
択
し
て
ほ

し
い
で
す
。
目
的
を
持
っ
て
い

な
い
学
生
と
は
得
ら
れ
る
も
の

が
全
然
違
っ
て
く
る
と
思
い
ま

す
。
目
的
を
意
識
し
て
い
る
か

は
イ
ベ
ン
ト
中
に
様
子
を
見
て

い
る
と
分
か
り
ま
す
。
す
ご
く

積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
し
、

「
こ
れ
を
身
に
付
け
た
い
」
と
い

う
パ
ワ
ー
を
感
じ
る
か
ら
で
す
。

そ
の
よ
う
な
学
生
は
、
採
用
担

当
の
印
象
に
も
残
り
ま
す
。

　―
―

採
用
担
当
と
し
て
心
掛

け
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す

か
？

　

ま
ず
、
当
た
り
前
の
こ
と
で

す
が
学
生
よ
り
当
行
の
こ
と
を

理
解
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
学

生
が
一
番
接
す
る
存
在
で
あ
る

採
用
担
当
が
自
社
の
こ
と
に
詳

し
く
な
け
れ
ば
落
胆
し
ま
す
よ

ね
？　

な
の
で
、
ど
ん
な
質
問

に
も
答
え
ら
れ
る
よ
う
当
行
内

外
で
の
情
報
収
集
を
欠
か
さ
な

い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

（
続
き
は
個
別
記
事
ペ
ー
ジ
で
）

受
け
身
に
な
ら
ず
、

　
　
　

変
化
を
楽
し
ん
で

北
洋
銀
行
人
事
部
・
松
浦
宗
（
そ
う
）
さ
ん

北
大
生
協
書
籍
部
売
上
ラ
ン
キ
ン
グ
（
９
月
）

※

ク
ラ
ー
ク
店
と
北
部
店
の
合
計

一
般
書
は
マ
ン
ガ
、
教
科
書
を
除
く

 順位 書名 著者名 出版社
 1 北海道大学もうひとつのキャンパスマップ 北大ACMプロジェクト 寿郎社
 2 ともに生きるための教育学へのレッスン４０ 北海道大学教育学部 明石書店
 3 ブル－ノ・ラトゥ－ルの取説  シリ－ズ〈哲学への扉〉 久保明教 月曜社

 4 ＡＩに負けない子どもを育てる 新井紀子（数学） 東洋経済新報社

 5 さっぽろ野鳥観察汪帖 河井大輔 亜璃西社

 6 ぼくはイエロ－でホワイトで、ちょっとブル－ ブレイディみかこ 新潮社
 7 時間は存在しない カルロ・ロヴェッリ ＮＨＫ出版

 8 世界のエリ－トが学んでいる教養としての哲学 小川仁志 PHPエディタ－ズ・グループ

 9 １日１ペ－ジ、読むだけで身につく世界の教養３６５ デイヴィッド・Ｓ・キダ－ 文響社
 10 考古学からみた北大キャンパスの５０００年 江田真毅 中西出版

〈一般書〉

 順位 書名 著者名 出版社
 1 屍人荘の殺人 今村昌弘 東京創元社

 2 危険なビーナス 東野圭吾 講談社

 3 よみがえる変態 星野源 文藝春秋

 4 いまさら翼といわれても 米澤穂信 ＫＡＤＯＫＡＷＡ

 5 大学４年間の統計学が１０時間でさっと学べる 倉田博史 ＫＡＤＯＫＡＷＡ

〈文庫〉

 順位 書名 著者名 出版社
 1 日本語と倫理 飯田隆 ＮＨＫ出版

 2 教育格差 松岡亮二 筑摩書房

 3 ゲノム編集の光と闇 青野由利 筑摩書房

 4 教え学ぶ技術 苅谷剛彦 筑摩書房

 5 日本の地方議会 辻陽 中央公論新社

〈新書〉

　20 日に３回目となる「クラーク大サー
カス」を開催しました。展示ブースでは鉄
道模型や化石の展示を、ステージでは各団
体のコラボ企画を実施。来場者は３７３人
となり、盛況でした。

◀
鉄
道
模
型
展
示
の
様
子

提供：クラーク大サーカス実行委員会
今回から、クラーク大サーカスについて連
載します。

photo by 北大写真部・濱島慶介

金葉祭の中止は残念だけれど、
きれいな黄葉は今年も健在。
並木道が黄色い葉で埋め尽くさ
れれば、冬はもうすぐ。

季 節
の

一 枚


